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設置施設　以下の設置場所から放送します。（区内15か所）

根岸地域ケアプラザ・根岸小学校・八幡橋交差点付近・磯子消防
署・新磯子町付近・磯子海づり施設付近・磯子区総合庁舎・屏風浦
小学校・磯子スポーツセンター・岡村小学校・洋光台第四小学校・
杉田小学校・岡村中学校・浜中学校・さわの里小学校

●国民保護情報 ●緊急地震速報（震度５弱以上） ●大津波警報 ●津波警報 
●津波注意報 ●噴火特別警報 ●噴火速報 ●気象特別警報
●その他の緊急を要する防災情報及び緊急情報

近年、全国各地でこれまで経験したことのない大雨や台風による被害が多く発生しています。しかし、地震とは異なり、大雨や台風は、発生や規模
を事前にある程度把握することができます。普段から情報収集を行い、正しい対処法を知ることで、いざという時の行動につなげましょう。

土砂災害ハザードマップ、浸水（内水・洪水）ハザードマップを活用し、自宅の周辺や
普段の通り道に危険な場所がないか、いざというときの安全な避難ルートはどこかをあらかじめ
確認しておきましょう。各地図は、区役所で配布しているほか、ホームページでも掲載しています。

自分の家は大丈夫？ 身の回りに潜むリスクを見つけよう！

横 浜 市 土 砂 災 害
横 浜 市 土 砂 災 害
ハザードマップハザードマップ

災害時はいち早く正確な情報を入手することが不可欠です。テレ
ビやラジオに加え、以下の手段でも情報収集することができます。

大雨・台風が発生する前に自宅周辺に危険なものはないか確認しましょう。
特別な対応が必要な場合は専門業者に早めに依頼をしましょう。

情報を集めましょう
自宅周辺を確認しましょう

Yahoo!
防災速報アプリ横浜市  防災情報

▼浸水ハザードマップ

▲磯子区区民生活・震災時防災マップ
　区役所１階11番窓口、6階64番窓口で配布しています。

▼土砂災害ハザードマップ

緊急速報メール
生命に関わる緊急性の高い
情報を、特定のエリア内の
スマートフォン・携帯電話
あてに、各携帯事業者が一斉
に配信するメールです。 

区内の危険箇所を事前にチェック！

対象エリアに一斉配信

いろいろな防災情報を集約 事前登録で情報が届く！

登録不要

要登録

横浜市
ホームページ

▲洪水
ハザードマップ

毎月 第2月曜日 10時から
※当日が祝日の場合は翌日実施します。 
※試験の放送時間は約１分程度です。

◆実施日時◆（全１２回）

「防災スピーカー」でお知らせします！

試験放送を実施します

◆実施場所

避難場所は一時的に過ごす場所であるため、物資や食料は、避難する
皆さまに持参していただくことを原則としています。（避難することを
最優先に、可能な限り持参してください。）

事前の備え
●区役所や地域が開設する避難所・避難場所だけではなく、親戚や知人宅への避難もあらかじめ
　検討してください。
●避難所・避難場所に避難する際に持参する非常持出品に、マスク、体温計なども含めてください。

避難所・避難場所における新型コロナウイルスなどの
感染症拡大防止へのご協力について

発災時等の
放送内容

持ち出し品の例

家族構成などを
踏まえて、
必要なものを
選びましょう。

● 飲料水

● メガネ コンタクトレンズなど● マスク

● 常備薬● タオル 
　 毛布など

● 懐中電灯

● 食料

災害時に備え確認しよう！

屋根瓦やスレートが剥離
していないか日頃から屋
根の状態を確認し、必要
に応じて専門業者に修理
をお願いしましょう

物干し竿は飛
ばされないよ
うに下に降ろ
しましょう

側溝や雨水ますをふさがないよ
うに日頃から掃除をしましょう

雨戸やシャッターは閉まるか
確認し、閉めた状態にしましょう

庭やベランダにある飛ばされやすいもの
は家の中にしまうか、倒れないように固定
をしましょう。（物置などの大きなもので
も固定していないと飛ぶことがあります）
庭木は定期的に剪定をしましょう

割れたガラスの飛
散防止のために、カ
ーテンを閉め、窓に
テープを貼るなど
の対策をしましょう

感染症対策のため、
以下の点にご協力ください

健康状態の確認
避難者名簿の作成
マスクの着用
手指消毒剤での
消毒

避難場所でのお願い

風水害のときに避難する際の

持ち物は

　台風や大地震の際の避難所・避難場所では「密閉・密集・密接」の3条件がそろいやすく、感染爆発
が懸念されます。
　災害から自身の身を守ることを最優先に考えたうえで、新型コロナウイルスなどの感染症のリス
クを減らすために、避難先でのマスクの着用、手洗い、咳エチケットの徹底にご協力をお願
いします。また、自宅で安全が確保できる場合は在宅避難に努めてください。

アンテナが錆びたり緩んだり
していないか確認しましょう

雨どいが破損して
いないか、また枯
れ葉や砂が詰まっ
ていないか確認し
ましょう

窓ガラスにひび
割れやがたつき
がないか確認し
ましょう

保存版
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危機管理担当  750-2312 750-2530風 水 害 に 備 え よ う

一昼夜過ごすために必要なものを選びましょう。ポイント

◆主な訓練放送の内容◆
 ピンポンパンポン

こちらは横浜市です。ただいまから、試験放送を行います。
訓練、訓練、訓練、訓練
これで、訓練放送を終了します。

 ピンポンパンポン

横浜市防災の地図

大雨のときは、できるだ
け河川から離れましょう！

浸水・冠水しやすい箇所
を、あらかじめ確認して
おきましょう！

子どもの通学路は
大丈夫？

水がたまりやすいため、大
雨のときは迂

う
回
かい

して通行
しましょう！

アンダーパスに
気をつけて！

雨の日は、がけ崩れの前
兆現象がないか注意しま
しょう！

家の周囲の
がけにも注意！

河川の急激な
増水に注意！
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警戒レベル 大雨・洪水・高潮注意報 自らの避難行動を確認

テレビやインターネット、ラジオなどで今後の気象状況など情報の収集を開始してください。

福祉避難所
高齢者や障害のある人などのうち、地域防災拠点での避
難生活に特別な配慮を必要とする要援護者のための避
難所です。施設の受入体制などを確認の上、援護の必要
性の高い人を優先して受け入れます。

丈夫な建物の
2階以上、また
は近隣の高い
建物へ避難

垂直避難

屋内避難（斜面と反対側）

建物内の安全な場所へ退避
（斜面など危険な場所の

反対側の2階以上）

火災が
おさまったら

(自宅に被害が
ない場合)

いっとき避難場所
一時的に避難して様子を見るとともに、
となり近所の安否確認を実施したり、広
域避難場所などへ避難するために地域
住民が集結する場所です。※事前に地
域や家族と決めておきましょう。

磯子区
Twitter

@yokohama_isogo

磯子区役所

指定緊急避難場所など

風水害時の避難場所は、状
況に応じてその都度決定
します。区ホームページや
公式Twitterなどで最新
の情報を入手しましょう。

切迫した災害の危険から逃れる
ための場所

※区内の小中学校全てに開設されるわけではありません。

大雨・台風のときの避難場所
（一昨年開設した避難場所）

根岸地区センター・岡村小学校・岡村中学
校コミュニティハウス・浜中学校コミュニ
ティハウス・さわの里小学校・洋光台第四
小学校コミュニティハウス

地震に伴う大火災が発生して延焼拡大
した場合、その熱や煙から、生命・体を守
るために一時的に避難する場所です。

広域避難場所

自宅建物に火災や倒壊
の危険がないときは、
あえて避難する必要は
ありません

自宅

早期注意情報（気象庁） 災害への心構えを高める1
警戒レベル

自宅の
安全が確保
できている

場合

避難に
時間を要す

る場合

自宅が
危険な場合

避
難
場
所
に
避
難
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
。ま
た
は
、危
険
な
場
合

バンダナをお持ちでない人は、
危機管理担当（ 750-2312）へ
ご連絡ください。

災害時安否確認バンダナって
なぁ〜に？ 詳しくは▶

被害状況や
安否情報を
確認・報告

地震の三原則に
のっとった行動を

とりましょう

①その場にあった身の
　安全の確保
②すばやく火の始末
③となり近所の助け合い

4
警戒レベル 避難指示 危険な場所から 全員避難

避難指示が発令されたら、自宅が避難指示の対象になっているか確認
しましょう。

対象者は避難開始 (例)土砂災害警戒情報 氾濫危険情報

5
警戒レベル 緊急安全確保 命の危険 直ちに安全確保！

■ 災害が発生又は切迫し、避難場所などへの立ち退き避難が安全にできない
　 状況です。自宅や近隣の建物で緊急的に安全確保する行動をとりましょう。

(例)大雨特別警報

台風
襲来

地震
発生

風水害
の場合

地震
の場合

自宅が安全ならば、あえて避難所・避難場所に避難
する必要はありません。プライバシーの確保が難し
い避難所生活より、住み慣れた家で過ごすほうが
ストレスの少ない避難生活を送ることができます。
また、自宅での在宅避難が難しい場合は、親戚や
知人の家などに避難することも検討しましょう。

在宅避難の勧め

該当者は避難開始 (例)大雨・洪水警報 氾濫警戒情報

3
警戒レベル 高齢者等避難 危険な場所から 高齢者などは避難

■ 避難に時間を要する人（高齢者・障害のある人、乳幼児など）とその支援者
■ 高齢者等以外の人も必要に応じ、普段の行動を見合わせ始めたり危険を感じたら自主的に
　 避難しましょう。

即時避難指示対象区域
にお住まいの人（磯子区では約160世帯・対象
世帯へは告知済）は警戒レベル３、４で避難を開
始してください。また、対象区域外にお住まい
の人も周囲の状況に十分警戒いただき、必要
に応じて、避難行動をとってください。

避難とは、「難」を「避」けること。
自宅が安全な場合は、避難場所に行く必要はありません。

確 認 し よ う！！
災害に応じた避難行動

避難行動のイメージ
本市や報道機関からお知らせする防災情報には、警戒レベル（５段階）を表
示しています。雨風が強まってからの避難は大変危険です。周囲の状況に
十分警戒いただき、必要に応じて避難行動をとってください。磯子区　即時避難指示対象区域

横浜市　災害時のペット対策

地域防災拠点（指定避難所）

市内で震度５強以上の地震を観測した場合に開設されます。磯子区区民
生活・震災時防災マップや区ホームページを確認してください。

災害などによって自宅に住めなくなってしまった
場合などに、避難生活を送る場所

●ペットの取り扱いは拠点ごとに異なります
●避難者とペットは住み分け、ペットの世話は飼い主

同士で協力します
●避難所（地域防災拠点）に避難する際、ケージなど

の必要なものは自宅から持参してください

磯子区　地域防災拠点

火災が
広がっている

場合

倒壊や
火災により

自宅で生活が
できなくなった

場合


